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四
月
号
に
掲
載
し
た
話
で
反

響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
と
、
誤

っ
た
情
報
が
流
布
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
足
立
区
立
郷
土
博

物
館
よ
り
依
頼
を
受
け
て
続
報

を
著
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

そ
も
そ
も
千
葉
さ
な
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
は
明
治
36

年
（
一
九
〇
三
）
に
毎
日
新
聞

（
現
在
の
「
毎
日
新
聞
」
と
は

別
の
新
聞
社
）
に
連
載
さ
れ
た

「
千
葉
の
名
灸
」
が
詳
し
い
。 

 
さ
な
没
後
７
年
目
に
、
当
時

存
命
だ
っ
た
千
葉

束
つ
か
ね

（
重
太

郎
の
養
子
）
を
取
材
し
た
連
載

記
事
の
た
め
、
鳥
取
県
立
博
物

館
や
東
京
都
公
文
書
館
に
所
蔵

史
料
や
公
文
書
と
照
合
し
て
も

明
治
期
に
お
い
て
は
信
憑
性
が

高
い
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
は
記
事
を
紹

介
し
つ
つ
問
題
提
起
の
意
味
も

含
め
発
表
し
た
い
。 

○
千
葉
さ
な
の
技
量
や
婚
姻
事
象 

 

さ
な
の
剣
術
の
技
量
に
つ
い
て
は
前
回
述
べ
た
と

お
り
史
実
で
あ
り
、「
千
葉
の
名
灸
」で
追
記
す
れ
ば

「
柄
砕
き
」
と
「
白
刃
取
り
」
を
得
意
と
し
た
よ
う

だ
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
既
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
通

り
宇
和
島
藩
や
越
前
藩
へ
長
刀
師
範
と
し
て
指
導
し

た
よ
う
だ
。 

 

そ
し
て
通
説
で
は

「
生
涯
独
身
」
を
通
し

た
と
し
て
定
着
し
て
い

る
が
、
明
治
26
年
（
一

八
九
三
）
に
『
女
学
雑

誌
』
で
発
表
さ
れ
た
記

事
で
は
「
未
亡
人
」
と

紹
介
さ
れ
て
は
い
る
が
、

生
涯
独
身
の
記
述
は
存

在
し
な
い
。 

 

で
は
、
い
つ
か
ら
そ

う
な
っ
た
の
か
、
こ
れ

ら
は
司
馬
遼
太
郎
の

「
幕
末
の
こ
と
」
（
一

九
六
四
）で
初
出
さ
れ
、

阿
井
景
子
の
「
龍
馬
の

も
う
ひ
と
り
の
妻
」

（
一
九
八
五
）
で
定
着

し
た
。 

■
「
千
葉
の
名
灸
」
の
記
述 

し
か
し
「
千
葉
の
名

灸
」
に
よ
る
と
違
う
様
相
と
な
る
。
さ
な
は
明
治
４

（
一
八
七
一
）年
に
道
場
が
あ
っ
た
桶
町
を
離
れ（
後

述
）、
明
治
６
年
（
一
八
七
三
）
に
は
姉
の
住
む
横
浜

へ
移
り
住
み
、
今
の
中
区
長
者
町
八
丁
目
に
あ
っ
た

清
正
公
堂
（
現
在
は
同
九
丁
目
に
移
転
）
の
前
に
長

屋
を
建
築
し
、家
賃
収
入
を
得
て
い
た
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
と
き
知
り
合
っ
た
翁
町
河
岸
で
薪
炭
問
屋
を

営
ん
で
い
た
元
鳥
取
藩
士
の
山
口
菊
次
郎
に
求
愛
さ

れ
、
父
定
吉
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
結
婚
し
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
記
事
の
要
点
部
分
を
次
に
掲
げ
る
。 

■
明
治
36
（
一
九
〇
三
）
年 

「
千
葉
の
名
灸
」 

（
10
月
５
日
記
事
よ
り
抜
粋
） 

 

…
略
…
翁
町
の
河
岸
に
薪
問
屋
を
営
み
居
た
る
山

口
菊
次
郎
な
る
者
あ
り
。
元
や
は
り
鳥
取
藩
士
に
し

て
、
さ
な
子
が
名
を
も
聞
き
及
び
居
た
り
し
か
ば
、

そ
の
横
浜
に
在
る
を
幸
い
、
人
を
も
て
結
婚
を
申
込

み
し
に
、
さ
な
子
も
よ
う
や
く
己
が
営
業
の
寡
婦
に

適
せ
ざ
る
を
悟
り
し
折
か
ら
、
殊
に
龍
馬
が
七
周
忌

も
済
み
た
る
後
と
て
、
遂
に
こ
れ
を
請
い
て
結
納
ま

で
も
取
り
交
わ
し
、
さ
て
、
父
定
吉
の
許
へ
か
く
と

言
送
り
し
に
、
昔
気
質
の
定
吉
は
、
も
っ
て
の
外
と

憤
り
、
直
ち
に
横
浜
に
来
り
て
、
さ
な
子
を
詰
り
、 

其
方
の
命
は
嘗
て
龍
馬
が
霊
前
に
捧
げ
ん
と
し
た

る
も
の
な
ら
ず
や
、
然
る
を
今
更
何
の
面
下
げ
て

他
家
に
嫁
が
ん
と
は
す
る
。
況
（
ま
）
し
て
人
も

あ
る
べ
き
に
藩
中
に
て
も
、
軽
格
の
山
口
に
行
く

と
は
何
事
ぞ
、
左
で
も
強
て
行
き
た
く
ば
、
こ
の

場
に
於
い
て
龍
馬
に
代
わ
り
、
我
が
手
に
掛
け
て

惜
し
か
ら
ぬ
。
其
方
の
一
命
絶
ち
く
れ
ん 

と
、
円
（
つ
ぶ
ら
）
の
目
を
瞠
り
つ
つ
携
へ
来
れ
る

刀
の
鯉
口
早
や
徐
々
と
寛
ぐ
る
に
、
さ
な
子
も
今
は

当
惑
し
、
厠
に
上
る
振
に
て
ソ
ッ
と
裏
口
よ
り
抜
出

し
、
や
は
り
鳥
取
藩
の
用
達
を
勤
め
居
た
る
串
田
八

百
吉
な
る
者
、
当
時
、
小
形
屋
と
云
へ
る
売
込
問
屋

を
開
き
て
南
仲
通
に
住
み
、
其
妻
女
お
ふ
ぢ
と
は
入

魂
の
間
柄
な
り
し
か
ば
、
取
敢
ず
同
家
に
赴
き
て
一

伍
一
什
を
告
げ
書
き
、
分
別
を
借
（
か
）
ら
ん
と
せ

し
に
、
八
百
吉
夫
婦
も
棄
置
が
た
く
、
ま
づ
さ
な
子

を
隠
ま
い
置
き
て
、
段
々
定
吉
に
詫
び
入
り
、
今
更

故
な
く
約
束
を
反
故
に
も
し
が
た
け
れ
ば
、
是
非
に

納
得
せ
ら
れ
よ
と
言
葉
を
尽
し
て
仲
裁
せ
し
に
ぞ
、

定
吉
も
終
に
其
顔
に
免
じ
、
さ
な
子
を
一
旦
串
田
が

養
女
と
し
て
山
口
方
へ
嫁
が
し
め
し
は
翌
年
（
明
治

七
・
一
八
七
四
年
）
七
月
の
事
な
り
き
。
…
略
… 

※ 

「
千
葉
の
名
灸
」
は
同
年
10
月
４
～
６
・
10

日
に
掲
載
さ
れ
た
。
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
一

部
の
句
読
点
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
表
記

を
あ
ら
た
め
た
。 

 
 
 
 

（
編
集
） 

続・千葉さなについて 
～千葉定吉家にまつわる誤伝について～ 

 
あさくらゆう 

もくじ 続・千葉さなについて １ｐ   亀有大谷田物語② ３ｐ 

    都市近郊の農産物を追う 菖蒲② ３ｐ   お知らせコーナー４ｐ  

明
治
36
年
10
月
に
発
行
さ

れ
た
『
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ

れ
た
千
葉
灸
治
院
の
挿
絵
。さ

な
が
い
た
こ
ろ
の
灸
治
院
の

姿
を
伝
え
る
。 

明治 36 年毎日新聞掲載「千葉灸治院」図 

画像については印刷物をご覧ください。 
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記
事
内
容
の
全
て
が
事
実
か
ど
う
か
、
ま
た
、
登

場
人
物
の
実
在
性
も
裏
付
け
の
必
要
が
あ
る
た
め
鳥

取
県
立
博
物
館
を
訪
れ
た
。
す
る
と
、
同
館
に
所
蔵

さ
れ
る
「
明
治
三
年
書
送
帳
」
に
山
口
菊
次
郎
が
千

葉
定
吉
と
併
記
さ
れ
る
記
述
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ

り
元
鳥
取
藩
士
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

「
贈
従
一
位
池
田
慶
徳
公
御
伝
記
」
で
同
人
が
横
浜

に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
（
明
治
７
・
一

八
七
四
年
四
月
三
日
条
）。な
お
翁
町
河
岸
に
あ
た
る

現
横
浜
市
中
区
翁
町
一
‐
一
で
は
明
治
中
期
に
お
い

て
も
薪
炭
問
屋
の
存
在
が
三
軒
確
認
で
き
た
。 

■
鳥
取
藩
士
の
実
在
確
認 

ま
た
結
婚
す
る
際
に
い

っ
た
ん
養
女
と
な
っ
た
串
田
家
に
つ
い
て
も
「
八
百

吉
」
で
は
な
く
「
信
太
郎
」
と
し
て
同
様
に
実
在
が

確
認
で
き
た
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
「
千
葉
の
名

灸
」
が
述
べ
る
屋
号
・
住
所
・
職
業
と
も
に
一
致
し

て
お
り
、「
贈
従
一
位
池
田
慶
徳
公
御
伝
記
」に
も
同

様
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。 

 

ま
た
戸
籍
に
つ
い
て
も
「
嶋
根
県
士
族
千
葉
定
吉

二
女
」
と
あ
り
、
足
立
区
へ
転
籍
す
る
以
前
に
桶
町

と
は
違
う
場
所
に
本
籍
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

な
ぜ
な
ら
鳥
取
県
は
明
治
９
（
一
八
七
六
）
年
か
ら

明
治
14
（
一
八
八
一
）
年
ま
で
島
根
県
と
合
併
し
て

お
り
、
明
治
９
年
か
ら
14
年
ま
で
同
じ
場
所
に
本
籍

が
あ
っ
た
な
ら
「
鳥
取
県
士
族
」
に
更
正
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。 

 

以
上
、

記
事
の
信
憑
性
を
検
証
す
る
と
、
登
場
人
物

が
実
在
し
た
と
確
認
で
き
る
こ
と
、

ま
た
千
葉
さ
な

が
山
口
菊
次
郎
と
の
婚
姻
関
係
を
否
定
す
る
材
料
は

見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
千
葉
さ

な
が
、

一
時
期
に
せ
よ
結
婚
し
て
い
た
と
推
定
す
る
。 

 

○
桶
町
道
場
の
こ
と 

 

と
こ
ろ
で
通
説
と
な
っ
て
い
る
千
葉
定
吉
（
一
七

九
七
～
一
八
七
九
）
が
開
い
た
「
桶 お

け

町
ち
ょ
う

道
場
」
だ

が
、
い
ま
ま
で
明
確
な
場
所
が
解
っ
て
お
ら
ず
、
今

年
の
３
月
に
中
央
区
教
育
委
員
会
は
桶
町
道
場
を

「
鍛
冶
橋
通
り
（
現
八
重
洲
二
‐
八
）
に
あ
っ
た
」

と
す
る
案
内
板
を
設
置
し
た
。し
か
し
、「
東
京
市
史

稿
」
や
「
諸
願
伺
届
綴
込
」
に
よ
る
と
、
同
案
内
板

の
場
所
は
安
政
２
年
（
一
八
五
五
）
に
焼
失
し
て
い

る
。
以
後
は
桶
町
三
十
一
番
地
（
現
八
重
洲
二
‐
四
）

に
移
転
し
て
お
り
、
こ
の
道
場
を
「
桶
町
道
場
」
と

呼
ん
だ
の
だ
。
つ
ま
り
桶
町
で
な
い
場
所
を
「
桶
町

道
場
」
と
呼
ぶ
わ
け
も
な
く
、
案
内
板
の
設
置
は
遺

憾
で
あ
る
。 

 

な
お
、
桶
町
道
場
は
明
治
４
年
（
一
八
七
一
）
ま

で
存
在
し
た
。
道
場
主
で
あ
る
千
葉
重
太
郎
が
鳥
取

県
へ
出
仕
す
る
た
め
、
道
場
経
営
が
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
に
閉
業
し
て
い
る
。 

 

そ
の
後
、
道
場
は
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
公
文

書
に
よ
る
と
千
葉
東
一
郎
（
千
葉
重
太
郎
養
子
、
千

葉
周
作
の
庶
子
）
に
譲
ら
れ
、
同
人
の
身
上
調
書
に

よ
れ
ば
道
場
は
牛
の
飼
育
所
と
な
り
、
同
所
で
牛
乳

販
売
を
行
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
屋
敷
も
明
治
９
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
。 

 

○
坂
本
龍
馬
の
入
門
時
期
と
さ
な
の
関
係 

 

坂
本
龍
馬
が
千
葉
道
場
に
い
た
と
す
る
史
料
は
非

常
に
尐
な
い
。
坂
本
龍
馬
が
通
年
で
小
千
葉
道
場
に

い
た
と
す
る
根
拠
は
「
長
刀
兵
法
目
録
」
の
み
で
あ

り
、
実
は
坂
本
龍
馬
を
有
名
に
し
た
「
汗
血
千
里
駒
」

を
含
め
、多
く
は
千
葉
周
作
が
経
営
す
る
玄
武
館（
現

千
代
田
区
東
松
下
町
）
の
門
人
と
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
清
河
八
郎
が
記
し
た
「
玄
武
館
出
席
大
概
」

（
清
河
八
郎
記
念
館
蔵
）
に
も
坂
本
龍
馬
の
名
前
が

あ
り
、
こ
の
文
書
が
嘉
永
年
間
に
記
さ
れ
た
こ
と
は

山
岡
鉄
舟
が
「
小
野
鉄
太
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
、
坂
本
龍
馬
の
江
戸
滞
在
期
間
か
ら
勘
案
す
れ

ば
確
定
で
き
る
。 

 

一
説
に
小
千
葉
道
場
の
門
人
も
含
ん
だ
よ
う
な
記

述
を
す
る
御
仁
も
い
る
が
、
小
千
葉
道
場
の
門
人
は

末
尾
に
尐
々
い
る
だ
け
だ
。
同
道
場
の
高
弟
で
、
徳

島
藩
士
の
清
水
小
十
郎
を
筆
頭
に
門
人
の
多
く
が
欠

落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
坂
本
龍
馬
は
嘉
永
６
（
一

八
五
三
）
年
の
時
点
で
は
玄
武
館
の
門
人
と
い
う
こ

と
に
な
る
。 

 

よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
千
葉
定
吉
が
鳥
取
藩
に「
雇
」

（
現
在
で
い
う
非
正
規
雇
用
）
と
な
る
の
は
同
年
４

月
26
日
な
の
で
、
土
佐
を
出
立
前
の
時
点
で
浪
人
道

場
で
あ
る
小
千
葉
道
場
へ
入
門
す
る
の
も
不
自
然
な

話
だ
。
つ
ま
り
千
葉
さ
な
と
龍
馬
が
深
く
関
係
す
る

の
は
安
政
３
年
（
一
八
五
六
）
以
降
と
な
る
。 

 

結
び 

 

急
に
脚
光
を
浴
び
た
こ
と
に
よ
り
、
千
葉
さ
な
の

人
気
は
急
上
昇
し
て
い
る
が
、
反
面
、
史
料
の
稀
尐

性
か
ら
、
適
当
に
書
か
れ
る
場
合
や
唯
一
草
創
期
に

先
ん
じ
て
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
創
作
し
た

阿
井
景
子
氏
の
小
説
を
全
て
真
実
と
決
め
付
け
、
阿

井
氏
に
確
認
も
せ
ず
、
無
批
判
に
引
用
す
る
研
究
家

や
、
更
に
そ
の
文
章
を
根
拠
と
し
て
展
開
し
、
虚
実

が
混
在
す
る
内
容
の
も
の
も
出
て
い
る
。
そ
の
た
め

初
出
の
調
査
は
困
難
を
極
め
た
。 

 

た
だ
、
結
婚
歴
が
あ
ろ
う
が
、
千
葉
さ
な
が
坂
本

龍
馬
を
愛
し
て
い
た
こ
と
は
す
べ
て
の
資
料
が
認
め

て
い
る
。 

 

文
久
３
年
（
一
八
六
三
・
推
定
）
に
龍
馬
が
坂
本

乙
女
（
本
来
は
「
と
め
」
が
正
し
い
）
へ
送
っ
た
書

簡
の
内
容
も
、「
さ
な
」に
つ
い
て
の
問
合
せ
に
対
す

る
龍
馬
の
返
答
と
窺
え
る
た
め
、
坂
本
家
が
千
葉
さ

な
に
関
し
て
興
味
を
抱
く
出
来
事
が
あ
っ
た
の
は
事

実
で
あ
ろ
う
。 

 
た
と
え
片
思
い
で
は
あ
っ
て
も「
許
婚
」と
語
り
、

晩
年
の
そ
の
心
情
は
、
現
在
多
く
の
フ
ァ
ン
に
深
く

伝
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 

（
歴
史
研
究
家
） 

 
 
 
 

＊ 
 
 
 

＊ 
 
 
 

＊ 

■
編
集
部
よ
り 
本
稿
は
問
題
提
起
の
一
つ
と
し
て

掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
の
検
証
が
ま
た
れ
ま
す
。
参

考
資
料
は
郷
土
博
物
館
で
複
写
資
料
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
な
お
コ
ピ
ー
・
撮
影
不
可
で
す
。 

足
立
区
立
郷
土
博
物
館 

 

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
は
、
昭

和
61
年
に
開
館
し
、「
東
京
の
東

郊
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
で
平

成
21
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
肥
溜
め
模
型
や

木
造
都
営
集
宅
の
復
元
な
ど
、
近

郊
農
村
か
ら
、
都
心
部
の
周
辺
地

域
と
し
て
変
化
し
て
い
っ
た
足
立

の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

交
通
の
ご
案
内 

【
Ｊ
Ｒ
亀
有
駅
北
口
か
ら
】・
東
武
バ
ス 

八
潮
駅
南

口
行
《
足
立
郷
土
博
物
館
》
下
車 

徒
歩
１
分
・
六

ツ
木
都
住
行《
東
淵
江
庭
園
》下
車 

徒
歩
４
分 

／ 

【
千
代
田
線
綾
瀬
駅
西
口
か
ら
】 

東
武
バ
ス 

六

ツ
木
都
住
行
《
東
淵
江
庭
園
》
下
車 

徒
歩
４
分 

『
足
立
史
談
』
は
毎
月
教
育
委
員
会
（
郷
土
博
物
館
）

が
発
行
し
、
郷
土
に
関
す
る
歴
史
や
民
俗
の
研
究
、

情
報
な
ど
を
発
信
し
、
区
内
施
設
で
無
料
配
布
し
て

い
ま
す
。投
稿
さ
れ
た
研
究
に
は
、『
幕
府
医
師
団
と

奥
医
師
「
青
木
春
岱
」
』
青
木 

昇
著
、
『
新
撰
組

五
兵
衛
新
田
始
末
』
増
田
光
明
著
な
ど
本
に
ま
と
ま

っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
「
続
・
千
葉
さ
な

に
つ
い
て
」
の
執
筆
者
あ
さ
く
ら 

ゆ
う
氏
の
投
稿

も
『
慶
応
四
年
新
撰
組
近
藤
勇
始
末
・
江
戸
か
ら
五

兵
衛
新
田
・
流
山
・
板
橋
ま
で
』
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
同
氏
の
近
刉
に
『
慶
応
四
年
新
撰
組

隊
士
伝
』
が
あ
り
ま
す
（
い
ず
れ
も
崙
書
房
刉
） 

 

郷
土
博
物
館
の
刊
行
物
の
ご
案
内 

■
平
成
16
年
特
別
展
『
幕
末
が
生
ん
だ
遺
産
』 

Ａ
４
版
88
頁
（
七
三
〇
円
・
送
料
二
九
〇
円
） 

足

立
区
域
に
訪
れ
た
新
選
組
の
資
料
と
動
き
な
ど
幕

末
動
乱
期
の
地
域
資
料
を
紹
介
。  

■
平
成
18
年
開
館
二
〇
周
年
記
念
展
『
葵
の
御
威

光
』
Ａ
４
版
64
頁
（
八
〇
〇
円
・
送
料
二
九
〇
円
） 

江
戸
時
代
の
領
主
徳
川
将
軍
家
と
つ
な
が
る
資
料

を
紹
介
。 
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亀
有
大
谷
田
物
語 

 

第
２
回 

 
― 
昭
和
三
〇
年
代
の
私 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊 

藤 
 

純 
 

〔
町
〕
ま
ち
（
そ
の
２
） 

■
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ 

そ
の
頃
は
、
桜
の
花
が

終
わ
り
若
葉
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
大

発
生
し
た
。
こ
い
つ
は
ど
ん
な
葉
っ
ぱ
で
も
食
う
。

柿
の
葉
で
も
、
垣
根
の
や
や
分
厚
い
テ
カ
テ
カ
し
た

葉
っ
ぱ
で
も
、
ど
ん
な
葉
っ
ぱ
で
も
食
う
の
で
、
そ

の
季
節
に
な
る
と
町
中
が
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
に

な
る
。
シ
ー
ズ
ン
に
１
回
消
毒
が
く
る
。
１
人
で
薬

タ
ン
ク
を
背
負
っ
て
す
る
小
規
模
な
作
業
で
は
町
中

廻
り
き
れ
な
い
の
で
、
リ
ヤ
カ
ー
に
大
き
な
薬
タ
ン

ク
を
載
せ
て
来
た
。
薬
を
霧
の
よ
う
な
状
態
に
し
て

散
布
す
る
の
で
は
な
く
、
水
の
状
態
で
木
々
に
撒
い

て
い
た
。
撒
か
れ
た
消
毒
液
が
ポ
ト
リ
、
ポ
ト
リ
と

雫
に
な
っ
て
落
ち
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
こ
ん

な
に
大
量
に
発
生
す
る
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
有

効
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
ど
ん
な
葉
っ
ぱ
で

も
食
う
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
で
も
た
や
す
く
飼
育

で
き
る
と
い
う
こ
と
。
大
量
に
飼
育
し
て
、
佃
煮
に

で
も
し
た
ら
い
い
の
で
は
と
、
ま
じ
め
に
考
え
た
。 

■
売
り
声 

夏
時
分
に
は
た
ま
に
金
魚
屋
が
来
た
。

リ
ヤ
カ
ー
に
た
く
さ
ん
の
水
槽
を
の
せ
て
引
い
て
く

る
。「
き
ん
ぎ
ょ
ぉ
ー
え
、
き
ん
ぎ
ょ
。
き
ん
ぎ
ょ
ぉ

ー
え
、
き
ん
ぎ
ょ
。」
と
い
う
売
り
声
。
家
か
ら
飛
び

出
し
て
金
魚
を
見
に
行
く
。
金
魚
屋
が
前
を
通
っ
て

も
、金
魚
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。 

さ
お
竹
屋
も
来
た
。
リ
ヤ
カ
ー
に
載
せ
て
き
た
人
も

い
た
が
、
縛
っ
た
５
・
６
本
の
青
竹
を
担
い
で
来
る

人
も
い
た
。「
た
け
や
ー
ー
、
さ
お
だ
け
。」 

 

底
に
穴
が
開
い
て
し
ま
っ
た
鍋
の
直
し
、
骨
が
折

れ
て
し
ま
っ
た
蝙
蝠
傘
の
直
し
も
や
っ
て
来
た
。
は

っ
き
り
と
は
覚
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
喉
で
つ
ぶ
し

た
声
で
「
い
か
け
ー
、
こ
う
も
り
が
さ
の
ニ
ュ
ウ
、

ニ
ュ
ウ
」
と
。
ニ
ュ
ウ
、
ニ
ュ
ウ
の
部
分
は
意
味
の

あ
る
言
葉
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
残
念
な
が
ら
私
に

は
ニ
ュ
ウ
、
ニ
ュ
ウ
と
し
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
。 

■
よ
い
と
ま
け 

し
ば
ら
く
空
き
地
に
な
っ
て
い
た

所
で
「
よ
い
と
ま
け
」
が
や
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
建
築
工
事
に
先
立
つ
基
礎
工
事
。
３
本
の
丸
太

で
４
、
５
ｍ
の
三
角
を
組
ん
で
、
三
角
の
頂
点
に
滑

車
を
ぶ
ら
下
げ
、
重
石
（
お
も
し
）
を
つ
け
た
ロ
ー

プ
を
こ
の
滑
車
に
と
お
す
。
ロ
ー
プ
は
長
く
、
10
人

と
ま
で
と
は
い
か
な
く
て
も
７
、
８
人
の
人
が
並
ん

で
こ
の
ロ
ー
プ
を
引
く
。
重
石
を
三
角
の
頂
点
ま
で

引
き
上
げ
、
一
瞬
の
う
ち
に
落
と
し
て
、
下
に
あ
る

杭
を
地
中
に
打
ち
付
け
て
い
く
。
こ
の
重
石
の
ロ
ー

プ
を
、
力
を
合
わ
せ
て
効
率
よ
く
引
き
、
落
と
す
た

め
の
歌
が
「
よ
い
と
ま
け
」。 

 
「
お
っ
と
ち
ゃ
ん
の
た
っ
め
な
ら
、
え
ー
ん
や
こ

ぉ
り
ゃ
。
も
ひ
と
つ
お
ま
け
に
、
え
ー
ん
や
こ
ぉ
り

ゃ
」
と
い
う
文
句
の
掛
け
声
を
、
皆
で
合
唱
し
な
が

ら
、「
え
ー
ん
や
こ
ぉ
り
ゃ
」
の
「
り
ゃ
」
で
皆
が
ロ

ー
プ
か
ら
同
時
に
手
を
離
す
。
そ
う
す
る
と
重
石
は

引
力
に
よ
っ
て
、
地
球
の
中
心
目
指
し
て
ス
ト
ン
と

落
下
す
る
と
い
っ
た
具
合
。「
お
っ
と
ち
ゃ
ん
の
た

っ
め
な
ら
」
と
い
う
文
句
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

「
よ
い
と
ま
け
」
の
作
業
員
は
ほ
と
ん
ど
が
お
ば
さ

ん
だ
っ
た
。 

 
 

（
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員
） 

都
市
近
郊
の
農
産
物
を
追
う
30 

 

菖 

蒲 

② 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

荻 

原 

ち 

と 

せ 
 

■
菖
蒲
の
栽
培
方
法 

菖
蒲
は
、
春
に
な
る
と
芽
が

出
て
五
月
の
出
荷
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
六
〇
か
ら
八

〇
セ
ン
チ
ま
で
成
長
し
て
い
る
。
こ
の
間
は
、
施
肥

と
草
取
り
が
お
も
な
仕
事
と
な
る
。
と
く
に
草
取
り

は
、
菖
蒲
を
刈
り
取
る
際
に
混
じ
っ
て
し
ま
う
の
を

さ
け
る
た
め
、
重
要
な
仕
事
と
な
っ
た
。
菖
蒲
田
に

は
非
常
に
根
が
張
る
強
い
草
が
生
え
や
す
く
、
よ
く

草
取
り
を
し
な
い
と
、
菖
蒲
が
草
に
覆
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
、草
取
り
の
で
き
な
か
っ
た
家
は
、

そ
の
ま
ま
菖
蒲
の
出
荷
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
田
に
菖
蒲
だ
け
が

生
え
て
い
る
と
い
う
状
態
に
し
て
お
く
の
が
望
ま
し

い
。 

■
水
の
調
整 

菖
蒲
は
、
夏
期
に
は
水
の
豊
富
な
方

が
よ
く
成
長
す
る
が
、
冬
期
に
は
休
眠
状
態
に
な
る

の
で
水
田
と
同
様
に
、
用
水
路
が
閉
じ
て
水
が
来
な

く
な
っ
て
も
大
丈
夫
で
、
稲
作
と
同
様
の
水
の
管
理

で
よ
か
っ
た
。 

菖
蒲
の
根
元
の
色
に
は
青
い
も
の
と
赤
い
も
の
が

あ
る
が
、赤
い
も
の
の
方
が
喜
ば
れ
た
。そ
の
た
め
、

根
元
を
赤
く
仕
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
収
穫
前
に

は
菖
蒲
田
の
水
を
切
っ
て
日
光
に
よ
く
当
た
る
よ
う

に
す
る
。
水
の
調
節
が
容
易
な
と
こ
ろ
で
は
、
水
を

入
れ
な
い
で
根
元
に
日
が
当
た
る
よ
う
に
し
た
。
こ

の
と
き
に
草
が
生
え
て
い
る
と
、
日
光
が
遮
ら
れ
て

赤
く
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
草
取
り
を
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
収
穫
の
と
き
に
は
水
気
の
な
い
方
が
便
利
で
あ

る
の
で
、
水
を
切
る
。 

■
冬
の
菖
蒲
田 

節
供
に
あ
わ
せ
て
す
べ
て
刈
り
取

っ
て
し
ま
っ
て
も
、
す
ぐ
に
芽
が
伸
び
、
八
月
に
は

も
と
の
状
態
に
戻
る
。
晩
秋
に
な
る
と
、
葉
が
枯
れ

て
春
ま
で
は
休
眠
状
態
と
な
る
。
枯
れ
た
葉
は
翌
年

に
菖
蒲
を
刈
り
取
る
と
き
に
、
引
っ
か
か
っ
て
邪
魔

に
な
る
た
め
、
こ
の
こ
ろ
刈
り
取
っ
て
熊
手
で
集
め

て
焼
却
し
た
り
、
面
倒
な
場
合
は
、
田
に
火
を
点
け

て
そ
の
ま
ま
焼
い
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
た
。 

■
植
え
替
え 

菖
蒲
は
、
多
年
生
の
植
物
で
あ
る
が
、

同
じ
と
こ
ろ
に
ず
っ
と
生
や
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お

く
よ
り
、
何
年
か
に
一
度
に
植
え
替
え
て
活
性
化
さ

せ
る
と
よ
い
も
の
が
で
き
た
。植
え
替
え
に
よ
っ
て
、

草
取
り
の
と
き
に
取
り
損
ね
た
雑
草
の
根
を
絶
や
す

こ
と
に
も
な
っ
た
。 

 

植
え
替
え
は
だ
い
た
い
五
、
六
年
に
一
度
行
う
。

菖
蒲
の
根
が
田
の
な
か
で
い
っ
ぱ
い
に
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
る
た
め
、
田
を
短
冊
形
に
分
け
、
そ
の
間
の

根
を
、
別
の
田
に
移
植
す
る
よ
う
に
植
え
替
え
る
。

こ
う
す
る
と
、
元
の
田
の
菖
蒲
も
間
引
か
れ
る
こ
と

に
な
り
、
新
し
く
根
が
伸
び
て
い
く
。 

 

新
し
く
植
え
つ
け
ら
れ
た
菖
蒲
は
、
二
、
三
年
た

つ
と
と
て
も
勢
い
が
よ
く
な
り
、
よ
い
菖
蒲
が
生
え

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
五
、
六
年
目
に
は
ま
た

田
の
中
が
根
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
ん

ど
は
、
前
回
の
元
の
田
の
方
の
菖
蒲
は
と
っ
て
片
付

菖蒲の植え替え方法 

短冊形に分けて、斜線の部分を新し

い田に植えてゆく。元の田でも白い

部分が短冊形に残る。 
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け
て
し
ま
い
何
も
植
え
ら
れ
て
い
な
い
新
し
い
田
に

し
て
か
ら
移
植
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
菖
蒲
田
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
稲
作
に
は
向
か
な
い
田
を
使
っ
て
い

る
の
で
、こ
の
よ
う
に
同
じ
田
を
移
動
す
る
だ
け
で
、

場
所
を
次
々
と
移
動
し
て
い
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

■
収
穫
と
出
荷
の
準
備 

菖
蒲
の
収
穫
と
出
荷
は
、

五
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
の
ほ
ぼ
四
日
間
に
集
中
す

る
。
菖
蒲
田
の
あ
ま
り
広
く
な
い
家
で
は
四
日
の
一

日
だ
け
で
仕
事
を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
。
収
穫
は
と

く
に
難
し
い
仕
事
で
は
な
く
、
菖
蒲
田
に
入
っ
て
、

根
元
か
ら
刈
り
取
る
。
刈
り
取
っ
た
も
の
は
適
当
な

量
で
大
き
く
た
ば
ね
て
ワ
ラ
で
縛
っ
て
田
か
ら
運
び

出
す
。
菖
蒲
田
が
道
に
面
し
て
い
る
場
合
に
は
楽
で

あ
っ
た
が
、
田
に
囲
ま
れ
て
い
て
離
れ
て
い
る
場
合

は
、
重
い
菖
蒲
を
持
っ
て
あ
ぜ
を
歩
か
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
大
変
で
あ
っ
た
。 

そ
の
た
め
、
持
っ
て
い
る
水
田
が
、
他
の
田
に
囲

ま
れ
て
道
か
ら
遠
い
家
も
菖
蒲
栽
培
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
理
由
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
菖
蒲
は
稲
と
比
べ
て
重
く
、
家
に
運
ん
だ

あ
と
に
洗
っ
た
り
、
ま
る
い
た
り
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
家
か
ら
近
い
水
田
に
作
り
、
離
れ
た
遠
方
の

田
に
は
作
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

刈
り
取
っ
た
菖
蒲
は
根
元
に
つ
い
た
泥
を
よ
く
洗

う
。
そ
し
て
だ
い
た
い
一
握
り
く
ら
い
ず
つ
を
、
モ

チ
ク
サ
（
ヨ
モ
ギ
）
を
つ
け
て
ま
る
き
（
結
束
し
）

こ
れ
を
一
把
と
し
た
。
出
荷
す
る
に
は
、
三
〇
把
を

ひ
と
ま
る
き
と
し
て
出
し
た
。 

菖
蒲
に
つ
け
る
ヨ
モ
ギ
は
、
栽
培
し
た
も
の
で
は

な
く
、
付
近
の
田
ん
ぼ
や
用
水
路
の
周
り
に
自
生
す

る
も
の
を
と
っ
て
使
う
。
ヨ
モ
ギ
を
と
る
の
は
、
軽

い
仕
事
な
の
で
、
田
に
入
っ
て
菖
蒲
を
刈
っ
た
り
、

運
び
出
し
を
し
た
り
す
る
労
働
が
で
き
な
い
、
そ
の

家
の
お
年
寄
り
な
ど
が
行
う
仕
事
で
あ
っ
た
。 

節
供
前
の
四
日
間
に
集
中
す
る
仕
事
な
の
で
、
家

族
の
な
か
で
、
田
で
刈
る
人
、
洗
う
人
、
束
ね
る
人

な
ど
と
分
担
し
て
行
う
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
間

は
一
日
中
、
朝
か
ら
晩
ま
で
か
か
り
き
り
に
な
り
、

他
の
仕
事
が
で
き
な
い
く
ら
い
忙
し
く
な
る
の
で

「
菖
蒲
は
米
よ
り
大
変
」と
い
う
く
ら
い
で
あ
っ
た
。 

菖
蒲
田
を
持
つ
家
で
も
、
そ
の
年
の
気
候
に
よ
っ

て
小
松
菜
や
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
出
荷
と
重
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
ん
な
と
き
は
菖
蒲
ま
で
は

手
が
回
り
か
ね
、
菖
蒲
の
出
荷
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
。 

■
花
屋
の
切
り
出
し 

ま
た
、
西
新
井
の
花
屋
が
時

機
に
な
る
と
や
っ
て
き
て
、
菖
蒲
を
売
っ
て
く
れ
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ま
だ
田
に
生
え
て

い
る
も
の
を
売
る
、
い
わ
ゆ
る
場
買
い
と
い
う
こ
と

で
、
値
段
を
交
渉
し
て
場
所
を
決
め
る
と
、
花
屋
が

自
分
で
刈
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

■
出
荷 

出
荷
先
は
、
日
常
野
菜
を
出
荷
し
て
い
る

市
場
に
も
っ
て
い
く
。
入
谷
地
域
で
は
、
距
離
の
近

い
巣
鴨
や
赤
羽
や
岩
槻
の
市
場
に
持
っ
て
い
く
こ
と

が
多
か
っ
た
。
重
い
も
の
は
牛
車
を
使
っ
て
運
ぶ
。 

自
動
車
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
築
地

や
神
田
の
市
場
な
ど
、
よ
い
値
が
つ
く
遠
方
の
市
場

へ
も
持
っ
て
い
っ
た
。 

市
場
の
値
段
に
つ
い
て
は
、
他
の
野
菜
と
同
様
に

運
ん
だ
あ
と
は
市
場
の
シ
キ
リ
に
ま
か
せ
っ
き
り
で
、

値
段
に
つ
い
て
は
あ
と
か
ら
「
今
年
は
高
か
っ
た
」

と
か
「
安
か
っ
た
」
と
認
識
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、「
米
よ
り
大
変
」
で
は
あ
っ
た
が
、「
米
よ

り
は
お
金
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
短
期
集

中
の
仕
事
で
大
変
で
は
あ
っ
た
が
、
際
物
独
特
の
面

白
さ
は
あ
っ
た
と
い
う
。 

■
昭
和
末
期
の
状
況 

佐
々
木
氏
に
よ
る
と
（『
足
立

史
談
』
二
〇
八
号
、
昭
和
六
〇
年
）、
当
時
、
菖
蒲
を

栽
培
し
て
い
た
斉
藤
家
、
市
川
家
の
二
軒
は
、
そ
れ

ぞ
れ
神
田
、
築
地
の
市
場
へ
出
荷
し
て
い
る
。
斉
藤

家
で
は
メ
ネ
ギ
・
タ
デ
な
ど
の
メ
モ
ノ
栽
培
で
、
五

月
は
そ
の
出
荷
も
多
く
忙
し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
区
画
整
理
に
よ
り
菖
蒲
栽
培
が
で
き
る
か
ど
う

か
の
心
配
も
さ
れ
て
い
る
。（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
） 

  

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 

  

く
ん
蒸
臨
時
休
館
の
ご
案
内 

 

資
料
保
存
の
た
め
の
防
虫
・
防
カ
ビ
処
理
を
行
う

く
ん
蒸
と
館
内
消
毒
の
た
め
、
左
記
の
期
間
、
臨
時

休
館
し
ま
す
。 

▼
期
間
＝
６
月
14
日
（
月
）
～
18
日
（
金
） 

 

父
の
日
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト 

粋
で
い
な
せ
な
ｅ
ど
っ
ｃ
ｏ
バ
ッ
グ 

 

紋
き
り
柄
の
つ
か
え
る
エ
コ
バ
ッ
グ
を
大
切
な
人

に
お
く
ろ
う
！ 

▼
日
時
＝
６
月
20
日
（
日
）
午
後

２
～
３
時
。
▼
定
員
＝
20
名
。
対
象
、
小
学
生
以
上
。

▼
申
込
み
＝
電
話
に
て
郷
土
博
物
館
ま
で
。
先
着
順
。 

 

収
蔵
資
料
展 

あ
そ
ん
で
ま
な
ぶ
オ
モ
シ
ロ
う
き
よ
え 

【
後
期 

６
／
19
（
土
）
～
７
／
25
（
日
）】 

 

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
お
も
ち
ゃ
絵
」
浮

世
絵
の
展
示
会
は
、
い
よ
い
よ
後
期
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
変
り
種
の
浮
世
絵
も
新
た
に
登
場
し
ま
す
。 

《
浮
世
絵 

関
連
イ
ベ
ン
ト
》 

■
浮
世
絵
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

を
つ
く
ろ
う 

浮
世
絵
の
複
製

を
切
り
ぬ
い
て
、
小
さ
な
箱
や

金
魚
な
ど
を
組
み
立
て
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
19
日
（
土
）
午

後
２
～
３
時
。
▼
定
員
＝
20
名
。

▼
申
込
み
＝
当
日
博
物
館
へ
。

先
着
順
。 

■
浮
世
絵
Ｄ
Ｅ
☆
砂
絵
職
人 

有
名
な
浮
世
絵
を
砂
絵
で
つ
く

っ
て
み
よ
う
。
▼
日
時
＝
６
月

26
日
（
土
）
午
後
２
～
３
時
。

▼
定
員
＝
20
名
。
対
象
、
小
学
生
以
上
。
▼
申
込
み

＝
電
話
で
事
前
申
込
み
。 

 

七
夕
関
連
イ
ベ
ン
ト 

 

■
お
う
ち
に
か
ざ
る
ミ
ニ
七
夕
飾
り
づ
く
り 

か
わ

い
い
七
夕
飾
り
を
つ
く
り
ま
す
。
▼
日
時
＝
６
月
27

日
（
日
）
午
後
２
～
３
時
。
▼
定
員
＝
20
名
。
対
象
、

小
学
生
以
上
。
▼
申
込
み
＝
当
日
博
物
館
へ
。
先
着

順
。 

■
ち
ょ
こ
っ
と
七
夕
か
ざ
り
づ
く
り 

博
物
館
に
七

夕
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
博
物
館
で
七
夕
飾
り

に
願
い
を
託
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
期
間
＝
６
月
29

日
（
火
）
～
７
月
11
日
（
日
）
の
開
館
時
間
中
。
▼

場
所
＝
子
ど
も
ホ
ー
ル
。 

■
ミ
ニ
機
織
り
で
織
姫
体
験 

い
ろ
ん
な
使
い
方
が

で
き
る
つ
る
し
飾
り
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
。
▼
日
時

＝
７
月
３
日
（
土
）
午
後
２
～
３
時
。
▼
定
員
＝
20

名
。
対
象
、
小
学
生
以
上
。
▼
申
込
み
＝
電
話
で
事

前
申
込
み
。 

 

歌
川
国
利
「
新
板
せ
う
き
の
だ
し
組
立
」（
左
）。
切

り
抜
い
て
組
み
立
て
る
と
江
戸
型
山
車
が
出
来
る
。 


